
としょかん通信
糸島市立図書館

２０１６年 １０月号

Vol.６

の 読 書 まつり

ブックリサイクル

日時：１０月１６日(日) １０：３０～１５：００

＊本がなくなり次第終了

場所：二丈館 ２階 第４会議室

内容：保存期間を経過した雑誌や重複した寄贈

本等を無料で配布します

＊一人１０冊程度持ち帰り可。事前受付、予約不

可。持ち帰り用の袋をご持参ください

あなたも詠んでみませんか？

図書館川柳

募集期間：１０月２７日(木)～１１月２３日(水)

対象：中学生～大人

内容：「図書館」や「読書」をテーマに川柳を詠む

＊語句として詠み込まずとも可

＊一人何句でも可

応募方法：本館・二丈館・志摩館／公民館／

あごら／ふれあいにある用紙に川柳を

書き、応募箱に入れてください

応募箱設置場所 ：本館・二丈館・志摩館／

公民館／あごら／ふれあい

本日開店！ブックカフェ

日時：１０月９日(日)１０：３０～１５：００

場所：本館 正面玄関入り口横

＊雨天中止

内容：１１：００～１２：００

ビブリオバトル

１４：００～１４：４０

紙芝居による落語鑑賞会

その他 本の展示・お菓子や飲み物の提供など

＊お菓子や飲み物はなくなり次第終了

歴史へのいざない

～志摩館周辺プチ散歩

日時：１０月１０日(月・祝)１０：３０～１２：００

集合場所：志摩館前ロビー

募集人数：３０名

募集方法：９月２１日(水)１０：００～

志摩館へ電話またはカウンターにて受付(先着順)

内容：志摩館周辺の歴史に関する万葉歌碑やモ

ニュメントを志摩歴史資料館河村氏の解説

を聞きながら、巡ります

＊雨天時 志摩館３階会議室２にて写真を見な

がら、解説を聞きます

平成２７年度 図書館川柳大賞

『ギヤチェンジ 迫ってくるぞ 返却日』

一日限定！



ちょっとわくわく本のお楽しみ袋

期 間 １０月２７日（木）～なくなり次第終了

場 所 本 館 二丈館 志摩館

対 象

未就学児/低・中・高学年

(本館・二丈館・志摩館)

中高生 (本館・二丈館)

中学生以上 (志摩館)

*本は、貸出用。袋がなくなり次第終了。

*お楽しみ袋の中には、司書おすすめの本とささやか

なプレゼントと『家読(うちどく)カード』が入っています。

どんな本が入っているかは開けてからのお楽しみ！

まなびのじかん～糸島、古代の道～

糸島の古代の道の話とその土地の歴史を楽しく学

びませんか？

日時：１０月２８日(金) １０：００～１２：００

受付９：４０～

場所：本館 学習室１

募集人数：２０名(１８歳以上) ＊子ども同伴不可

募集方法：９月２１日(水)１０：００～

本館へ電話またはカウンターにて受付(先着順)

講師：伊都国歴史博物館 瓜生 秀文

おはなし会スペシャル

日時：１０月２９日(土)１１：００～１２：００

場所：本館 おはなしのへや

内容：ブラックシアター／パネルシアターの上演

＊参加者には、お土産のプレゼントがあります

上映会

日時：１１月１２日(土)１０：３０～１２：１５

場所：二丈館 交流スペース

内容：『みすゞ』(２００１年 田中美里主演)

対象：一般

定員：３０名程度

第７０回

読書週間標語『いざ、読書。』

糸島市立図書館(本館・二丈館・

志摩館)では、読書週間に合わせ、

各館さまざまなイベントを開催し

ます！

どれも楽しいものばかりです。

たくさんのご参加お待ちしており

ます！

ご不明なことがありましたら、主催

館へお問い合わせください。

読書週間

２０１６年１０月２７日(木)

～１１月９日(水)

ボランティアおはなしカムカムかふりさん

と司書で行うおはなし会



志摩館へ行こう！

皆さん秋をいかがお過ごしでしょうか？早いものでリニューアルオープンから半年が経ち、二丈館もだいぶ

落ち着いたように思います。秋の読書週間…ということで、今年も“図書館員おすすめの本”を展示します。ど

うぞ二丈館へお越しください。

二丈館では１、２ヵ月毎にテーマが変わる大特集コーナーや児童特集コーナー等を設置していますが、

他にも本の展示コーナーがあるのをご存じでしょうか？前回は読書スポットをご紹介しましたが、今回は意

外と知らないかもしれない（？）展示スポットをご案内します。（コーナーの本は貸出可☆）

★紙芝居『ボーズヤの約束』の贈呈式が志摩館でありました★

作者の水野公代さん（糸島市在住）から糸島市立図書館へ贈呈していただきました。

起業支援でいとしま応援プラザの協力によりつくられた紙芝居です。パキスタン北部の

ゴジャール地域に伝わる昔話をもとにつくられました。３館すべてに所蔵しています。

★盛況！夏休み子ども教室★

8 月 7 日（日）

小学生を対象に「牛乳パックでつくろう！

風車型貯金箱」というイベントを開催しました。

参加した皆さんの楽しそうな笑顔が印象的でした。

同月 20 日（土）

「どきどき！図書館員体験」が行われ、4 人の小学生たち

が図書館や司書の仕事について学びました。実際にカウンタ

ーでのサービスも体験し、貴重な一時を過ごしました。

11 月 健康に関する講演会

12 月 クリスマス会 (協力：ボランティアグループ みんなの志摩館)

また皆さんの素敵な笑顔に出会えるのを楽しみにしています。

二丈館へ行こう！

○展示・企画コーナー（行政情報コーナー前）

手前に災害・防災関連本、奥に医療・がん情報の

本を展示しています。

○深江公民館とのコラボコーナー（情報コーナー横）

深江公民館のイベントに関係した本を展示しています。

お金を入れると

風車が回ります

詳しくは、広報やチラシ

でお知らせします



糸島市図書館本館 〒819－111９糸島市前原東一丁目３番１号 （Tel３２１－１４３２）

糸島市図書館二丈館 〒819－1692 糸島市二丈深江 1360 番地 （Tel３３２－２１１８）

糸島市図書館志摩館 〒819－1392 糸島市志摩初３０番地 （Tel３３２－２１１９）

★パソコンサイト http://www.lib-itoshima. jp/ ☆携帯サイト http://www.lib-itoshima. jp/m/

“おばあちゃんとみたねえ、おじいちゃんのくるま

でねえ“―これは１歳の娘が満月を見ての言葉。ず

っと仕事をしていた母は、孫娘を見て初めて子どもの

成長を実感することができたそうだ。そんな母を「もう

こんなにおしゃべりできるなんて…！」と感激させた

娘は、祖母の溺愛のもとおっとりした子に育っていき、

社会で生き抜けるのか不安…と誰もが思っていたら、

今春念願叶って自動車ディーラーとなった彼女は、

数十台の大口契約を取り付けたよし。長女でもない

のに親戚一同を牛耳っている祖母の血を確かに受

け継いだ娘は、しゃべりの赤ちゃんはその「口」でしっ

かり生存競争に勝てる「生きた証」となった。

～ちょっとコーヒータイム～

糸島市立図書館司書による何気ない日常を綴

るｺｰﾅｰです。毎回、違う司書が書くエッセイをお

楽しみください。今回は、司書のＫさんです

としょかんレファレンスものがたり

ある日、図書館のそうだんカウンターで男性が

『アソカ幼稚園の近くに「渡守金六」と書かれた祠

がある。その読み方もわからんし、なんで祀ってあ

るのかが知りたい』とおっしゃいました。対応した職

員も、ん？読み方すらわからない・・・いろいろ検索

してみたが・・・わからない・・・ん～どうしたもんじゃ

ろの～

他の職員に相談してみると、相談されたその職

員は『前に読んだ糸島に関する図書の中に確か

「渡守金六」の事が書かれていた！』と言って、本

館３階郷土資料コーナーへ行き『糸島伝説集』と

いう図書をパラパラとめくり、「渡し守り金六さん～

怡土志摩水道時代の悲話～」を探し当てたので

す。そして、『糸島伝説集』を利用者へ手渡し、問

題を解決する事ができました。

日頃、私たち、図書館司書はさまざまな図書の

相談を受けます。利用者の方が納得できるまでお

調べし解決できるよう日々努力しなければいけな

いなと改めて思い、早速『糸島伝説集』を借りまし

た！！

『糸島伝説集』 糸島新聞社

「糸島伝説集」(糸島郡観光協会：１９７３)、

「糸島の伝説」(西日本新聞：１９７６)の再編

所蔵／本館・二丈館・志摩館

請求記号 M３８８．１イ

「渡し守り金六さん

～怡土志摩水道時代の悲話～」

今から八百年程昔、現アソカ幼稚園付近は海岸で、怡

土志摩水道が怡土郡と志摩郡とに分かち東は博多湾、

西は唐津湾につながっていたと伝えられている。そのため

両郡への従来には渡し舟が頼りで、そこで渡し舟を職業

としていた金六じいさんは・・・

つづきは、本をよんでみてください。

レファレンスサービスとは・・

一言でいうと「調べもののお手伝い」

「図書館の基本的なサービスのひとつ」です


